
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

６２６１５

基盤研究(A)

2013～2010

Ｗｅｂ情報構造と利用者行動の統合分析とその情報アクセス高度化への応用

Integrated analysis of web information structure and users' behavior and its applica
tion to advanced information access

９０１７７０２２研究者番号：

大山　敬三（OYAMA, Keizo）

国立情報学研究所・コンテンツ科学研究系・教授

研究期間：

２２２４０００７

平成 年 月 日現在２６   ６ １３

円    30,400,000 、（間接経費） 円     9,120,000

研究成果の概要（和文）：Webの構造や利用者の情報検索・閲覧行動を総合的に理解し，応用として展開するため，Web
閲覧ログデータやマイクロブログデータ等，Web情報構造とWeb利用者行動に関連する様々なデータを収集・導入し，ア
ンケート調査とも連動させることにより，これらを統合・分析した。
その結果，知りたい情報と知らせたい情報との間の乖離や，Webポータルサイトを利用することにより意図しない情報
接触行動が生ずることなど，Web利用者に関する様々な知見が実証的に得られた。また，統合・分析により得られた情
報に基づいて，情報推薦や情報検索等の情報アクセスを高度化するための様々な手法を研究・提案した。

研究成果の概要（英文）：For understanding Web structure and users' behavior of information retrieval and b
rowsing in an integrated way, and for extending it to various applications, we collected and introduced va
rious data reflecting Web information structure and Web users' behavior (e.g. Web view log data, micro-blo
g data), obtained user data through questionnaire, and executed integrated analysis on them.
Consequently, we obtained various findings through data such that there is a gap between information wante
d to know and information wanted to inform, and that, through using Web portal sites, unexpected contact t
o various information occurs. Moreover, we proposed and studied various methods for advanced information a
ccess such as information recommendation and information retrieval based on the information obtained throu
gh the integrated analysis.
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１．研究開始当初の背景 
(1) Web に関しては，クローリングデータを
用いたリンク解析等の構造解析や，サーチエ
ンジンの検索ログ，サーバログあるいはクラ
イアントログなどの閲覧履歴を用いた利用
者の情報検索・閲覧行動分析など，データに
基づく様々な研究が行われてきた。一方で，
利用者行動分析については被験者モニタリ
ングやアンケート調査などに基づく研究も
行われている。研究代表者及び連携研究者ら
も，これまでそれぞれに，Web 構造解析，検
索・分類手法，情報抽出・活用，マイニング，
利用者行動分析等の多様な研究を進めてき
た。 
 
(2) しかし，これらの従来研究の多くは，単
一データまたは比較的親和性の高いデータ
の組合せに基づいており，Web の特性の限ら
れた側面しか捕らえることができず，また関
連分野への応用展開も困難である。 
 
(3) そこで，Web の構造や利用者の情報検
索・閲覧行動を総合的に理解し，その成果を
高度な情報アクセス技術の実現やその他の
応用に展開するため，従来別々に収集・解析
されてきた Web 情報構造と Web 利用者行動
に関連する様々なデータを統合する総合的
なアプローチをとることが求められていた。 
 
２．研究の目的 
(1) 本研究では，まず Web 情報構造や Web
利用者行動に関連する様々なデータを収集
し，それらを相互に照合・対応付けして統合
した後，Web の利用者行動の側面を含め総合
的観点から信頼性の高い Web 情報構造の分
析を行い Web の実態を解明し，次に情報ア
クセスに関連する各種の具体的応用として
の観点から統合データを詳細に分析してそ
の結果を情報アクセス技術等に応用して高
度化を図ることを目的とする。 
 
(2) 本研究はデータに基づいた分析を基本と
するので，クローリングデータを始めとする
Web 構造を反映した複数のデータや，Web
閲覧履歴データのような Web 利用者行動を
反映した複数のデータを収集し，URL や検索
語の抽出・照合，アクセスや検索の頻度分析
等を通じて，利用者の同定や検索・閲覧・発
信の時系列化およびセッションの抽出等を
含む統合データを構築するための手法を開
発する。 
 
(3) 統合したデータに対し，各種モデルに従
って統計的分析や共通のデータ解析を行う。 
統合データを総合的に用い，検索・閲覧につ
いて総合的な利用者挙動の分析を行いて，既
存の情報探索行動の研究結果との比較・検討
を行う。 
 
(4) 統合したデータから利用者モデルを構築

し，個々の利用者の背景知識やコンテクスト
を推定する手法を開発する。また，これらに
基づく情報推薦や知識検索等，情報アクセス
関連技術の高度化に応用するための研究を
行う。 
 
(5) さらに，総合的 Web 情報構造分析と自然
言語処理を組み合わせることで，Web 上の言
説空間の分断化の研究などの情報発信者行
動の実証的分析において，情報発信者だけで
なく閲覧者の視点を加えることにより，社会
科学研究における応用可能性を拡張する。 
 
３．研究の方法 
(1) 国立情報学研究所の研究者が中心となっ
て，研究の基盤となる各種データの導入・収
集を以下のように行った。 
 
① 稼働中の Web クローラにより，継続して
データを収集し，各 Web ページの URL，参
照元 URL，アンカーテキスト等の抽出，
PageRank 等のリンク解析等を行った。 
 
② パネル約 20,000 名による Web 閲覧ログ
データ（閲覧先及び参照元の URL，アクセス
時刻，閲覧時間，閲覧者プロファイル等が含
まれる）を導入し，Web 上の主要なサービス
に対するアクセスログの抽出・分析等を行っ
た。 
 
③ 研究用に公開されている知識検索サイト
の質問回答データおよび Web 検索サイトの
検索語頻度データを導入し，上記 Web 閲覧
ログデータとの突き合わせ等を含む統計分
析を行った。 
 
④ ブログサービスを運用している Web 調査
会社に委託し，利用者が行った具体的な投稿
に対応させて，記事 URL，意図，記事タイプ，
内容種別等，及びトラックバックに関する意
図や種別等のデータ，並びに利用者プロファ
イル等に関するデータをアンケート調査に
より収集した。 
 
⑤ Twitter の API を利用して低サンプル率
のサンプルデータを収集するとともに，サン
プル中の任意のツイートに対してリプライ
関係にあるツイート（ツイート連鎖）を収集
する手法を開発した。また，事例として衆議
院選挙等を対象として，関連のツイート連鎖
を収集するためのフィルタ条件を構築し，
Twitter データ提供会社に委託して大規模デ
ータの収集を行った。 
 
(2) 国立情報学研究所の研究者が中心とな
り，適宜連携研究者からの協力を得ながら，
上記で導入・収集したデータの統合を行っ
た。 
 
① 各データ中の URL，タイムスタンプ等を



正規化し，相互に照合可能とした。 
 
② 前記情報に基づき，各データに付与され
た利用者 ID 間の対応付を行った。 
 
③ データ中で参照されているURLをクロー
ルし，本文テキストを抽出して文書ベクトル
として蓄積した。 
 
④ 各データ中の検索語を正規化し，照合を
行うとともに，検索語と閲覧ページを対応づ
けた。 
 
⑤ 各データを統計的に分析して一致度や代
表性を検証し，データの収集方法等に問題が
ないことを確認した。 
 
(3) 統合データを用いて，本研究に参加した
各研究者が，情報アクセス技術等に関する各
種の応用を高度化するための研究を行った。
また，全体研究会を開催し，情報と課題の共
有を行って連携を深めた。 
 
４．研究成果 
(1) 各データの統合処理過程において様々な
角度からデータ間の関連等を分析し，次のよ
うな知見を得た。 
 
① Twitter データと Web 閲覧ログデータに
おいて，Web ニュース閲覧中のマイクロブロ
グ（Twitter）上での発信を分析し，例えば，
記事に関するツイートは必ずしも記事内容
に対する関心や利用者の日常の興味を反映
しておらず，知りたい情報と知らせたい情報
の間に乖離があることを明らかにした。 
 
② Web検索データとWeb閲覧ログデータに
おいて，検索クエリには一定の言語的修飾構
造があることを示し，Web 検索行動と検索式
の関係を分析した。 
 
(2) 統合データを利用した，情報アクセス技
術等の高度化に関して，下記のような成果を
得た。 
 
① Twitter 上の言及に基づくニュース記事
推薦手法について，ツイート発信者の背景知
識に基づくプロファイルと，ツイート発信の
前後時刻における Web 閲覧およびツイート
発信履歴に基づく文脈とを用いて，閲覧者の
興味により適したニュース記事を推薦する
手法を提案した。 
 
② マイクロブログと知識検索サイトとの効
果的な連携の実現を目指して，Twitter から
の質問応答型知識の獲得や潜在的情報要求
の抽出の手法を提案した。 
 
③ Web 閲覧行動を利用して情報アクセスを
高度化するため，Web 閲覧行動の統計情報に

基づく可視化および推薦に関する研究を進
めた。 
 
④ 統合データによる社会科学研究の応用と
して，ブログサイトでの情報交換における情
報発信者の行動について，情報発信者アンケ
ート調査等を行い，その結果を一般利用者の
Web 閲覧ログデータ等と対応付けて分析す
ることにより，より客観的な観点のデータを
取り込んで，情報発信者行動の実証的分析を
おこなうための手法を開発した。 
 
(3) 本研究で採用したデータ統合手法や統合
データの分析手法をより高度化するための
基本技術の研究として，以下のような成果を
得た。 
 
① 利用者（著者）の同定において ID，ある
いは URL やタイムスタンプ等の情報を補完
するための手法として，テキストの特性に基
づき著者推定を行うための手法を開発した。 
 
② 統合データを表現するためには複数の異
なるタイプのエンティティ間の関係を表現
するグラフが有用であり，これに適用可能な
グラフ分析の新たな手法の研究を進めた。 
 
③ 利用者の背景知識をプロファイル化する
ために必要となる技術として，文書の高速ク
ラスタリング手法の研究を進めた。 
 
④ 統合データから得た情報に基づき複数情
報源へのアクセスを効率的に実現するため
の手法として，Web サービスの部品化と再構
成のための手法の研究を進めた。 
 
(4) 以上のように多くの研究成果が得られて
おり，多様なデータを統合して情報アクセス
に活用するという本研究のアプローチの有
効性が示された。本研究の終了時点ではこの
ような研究アプローチが一般化してきてお
り，本研究が先導的役割を果たしたと評価で
きる。 
 
(5) 今後は本アプローチをより発展させ，具
体的な情報アクセスシステムの実現ととも
に，より大規模なデータへの対応や非構造デ
ータへの対応を進めていく必要がある。 
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